
神奈川公園

横浜駅周辺をより強くする浸水対策
～エキサイトよこはま龍宮橋雨水幹線の整備について～

令 和 ５ 年 1 1 月 1 9 日
説 明 会 資 料
横 浜 市 環 境 創 造 局

1.1エキサイトよこはま２２計画

下⽔事業の位置付け

Ⅱ施設整備の基本⽅針
７治⽔

平面図（下水道計画）

幹線の断面イメージ

1.2 横浜駅周辺の浸⽔被害（平成１６年の台⾵２２号）

1.3 横浜駅周辺の浸⽔対策（概要図）

関係者 各位

【工事内容】

雨水幹線 内径：3,750mm
延長：約4.9km

特殊人孔 ４基

※うち１基を、神奈川
公園内に築造します。

【工事期間】

令和５年12月～令和１３年３月
（約８年間の工事）

【配置計画】

地下埋設物（地下鉄、みなとみ
らい大橋の基礎、共同溝など）
への影響を避けるため、地下
約60ｍに雨水幹線を整備します。
横浜駅周辺の雨水は、地下の雨

水幹線を通して東高島ポンプ場
まで流下させ、ポンプアップして
海域へ放流します。
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1.4今回⼯事の⽬的

1.5 神奈川公園で⼯事を⾏う理由（①⾬⽔幹線のルート）

1.6神奈川公園で⼯事を⾏う理由（②⽴坑をつくる理由）

◆整備⽔準の向上
現 在 １時間当たり約60mmの降⾬（約10年に１回降る⾬）
整備後 １時間当たり約74mmの降⾬（約30年に１回降る⾬）

古いポンプ場は、５０年以上も運転し続けています。今後も駅周辺の
⾬⽔等を排⽔し続けていくためには、再構築が必要となります。

今回整備する⾬⽔幹線は、ポンプ場を再構築するときに
⼀時的にポンプ場の排⽔機能を代替することを⽬的の⼀つとしています。

⽬的① 横浜駅周辺の浸⽔対策

⽬的② ⽼朽化したポンプ場の再構築

平面図（下水道計画）

平面図（下水道計画）

幹線の断面イメージ
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本事業については、平成29年度第１回横浜市公共事業評価委員会において、
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